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▲県大会を制覇した操法

　
七
月
十
八
日
に
米
子
市
の
鳥
取
県
消
防

学
校
で
開
催
さ
れ
た
、
鳥
取
県
消
防
ポ
ン

プ
操
法
大
会
で
、
岸
本
町
消
防
団
第
三
分

団
が
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
出
場
し
見
事
優

勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
第
三
分
団
は
、
全
国
大
会
出
場
を
目
指
し
、

毎
日
午
後
八
時
か
ら
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公
園

の
駐
車
場
に
集
合
し
、
練
習
を
し
て
き
ま

し
た
。

　
選
手
は
、
仕
事
が
終
わ
っ
た
後
で
体
が

疲
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
重
い
ホ

ー
ス
を
持
っ
て
何
度
も
コ
ー
ス
を
走
っ
た
り
、

動
作
の
正
確
さ
と
規
律
を
習
得
す
る
た
め
、

汗
だ
く
に
な
り
な
が
ら
練
習
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
七
月
四
日
に
行
わ
れ
た
西
部

地
区
大
会
で
は
、
昨
年
一
位
の
日
野
町
に

十
一
点
の
大
差
を
つ
け
、
一
位
で
県
大
会

に
出
場
し
ま
し
た
。

　
県
大
会
当
日
は
、
大
変
蒸
し
暑
い
、
厳

し
い
状
況
で
の
競
技
と
な
り
ま
し
た
が
、

練
習
の
か
い
あ
っ
て
選
手
の
息
も
ピ
ッ
タ
リ
。

　
万
全
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
競
技
を
こ
な

し
ま
し
た
。

　
審
査
の
結
果
、
二
位
の
三
朝
町
消
防
団

を
三
点
差
で
か
わ
し
、
み
ご
と
優
勝
し
、

十
一
月
八
日
に
行
わ
れ
る
全
国
大
会
へ
の

出
場
権
を
、
手
に
し
ま
し
た
。

　
練
習
に
は
、
出
場
選
手
以
外
の
団
員
も

参
加
し
、
タ
イ
ム
測
定
や
、
ホ
ー
ス
巻
き

な
ど
、
選
手
が
全
国
大
会
で
十
分
に
力
が

出
せ
る
よ
う
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。

　
練
習
会
場
は
岸
本
町
総
合
ス
ポ
ー
ツ
公

園
の
駐
車
場
で
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
練

習
を
見
か
け
ら
れ
た
際
に
は
、
皆
さ
ん
の

ご
観
覧
と
あ
た
た
か
い
ご
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

（
敬
称
略
）

緊
張
し
た
面
も
ち
で
競
技
の
順
番
を
待
つ
団
員

左
か
ら
大
島
英
樹
、
柳
幸
治
、
秋
鹿
智
、
植
田
潤
、
渡
部
真
広

全
国
大
会
へ
向
け
飛
躍
を
期
待
さ
れ
る

消
防
団
員（
閉
会
式
後
）



　
毎
日
暑
い
日
が
続
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
お
変
わ
り
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。

　
ど
う
か
お
身
体
に
十
分
気
を

付
け
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
に
。

　
朝
の
町
長
室
も
暑
い
で
す
。

朝
日
が
差
し
込
ん
で
寒
暖
計
も

四
〇
度
近
く
ま
で
上
が
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
内
冷
房
も
入
り
三

〇
度
前
後
ま
で
下
が
っ
て
き
ま
す
。

し
か
し
、
元
気
に
執
務
さ
せ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

○
皆
さ
ん
と
共
に
喜
び
た
い
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
七
月
十
八
日
、

鳥
取
県
消
防
操
法
大
会
が
お
こ

な
わ
れ
、
見
事
に
小
型
ポ
ン
プ

の
部
で
、
第
三
分
団
が
優
勝
、

十
一
月
八
日
横
浜
市
で
開
催
さ

れ
る
全
国
大
会
に
出
場
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
第
三
分
団
の
方
々
は
連
日
、

き
び
し
い
練
習
の
成
果
だ
け
に
、

そ
の
喜
び
も
一
入
の
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
と
思
い
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
更
に
全
国
大
会
に
向
っ

て
精
進
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て

い
ま
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

○
同
じ
十
八
日
、
皆
生
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
が
行
な
わ
れ
、
岸
本

町
内
は
自
転
車
の
コ
ー
ス
に
入

っ
て
お
り
、
大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

無
事
終
わ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
ご
協
力
い
た
だ
い
た
皆
さ
ん

の
暖
か
い
声
援
を
受
け
、
選
手

の
皆
さ
ん
は
気
持
よ
く
通
過
し

て
い
か
れ
ま
し
た
。
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
八
月
二
十
二
日
に
は
、

チ
ビ
ッ
コ
の
ト
ラ
イ

ア
ス
ロ
ン
を
実
施
い

た
し
ま
す
。
こ
の
競

技
会
も
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
ま

せ
ん
と
で
き
ま
せ
ん
。

よ
ろ
し
く
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
、

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

〇これまで合併協議会では、平成１７年１月１日合併を目指して、住民のみなさんの意見・提言を
いただきながら、協議を行い、現在の両町が行っている様々な施策の調整を行うとともに、将来
構想を盛り込んだ合併まちづくり計画を策定しました。
　今後は、両町で合併協定書に調印し、両町の議会での合併の議決を経て合併申請書を 県に提出し
ます。ここでは、合併までの今後の予定をお知らせします。

今後の手続きはこのような予定となります
時　期 　　　　　　　8月

9月

10月

12月

平成17年1月1日

（合併協議会）

（岸本町・溝口町）

（岸本町議会・溝口町議会）

（岸本町・溝口町の連名で提出）

（県議会・県）

（県）

（国）

（合併協議会）

合併協定書案の協議・決定
↓

合併協定書調印
↓

両町議会で合併について議決
↓

県に合併申請書を提出
↓

県議会で合併について議決
県が合併を決定

↓
県から国へ合併の届出

↓
国が合併を告示
合併の効力が発生

↓
合併協議会解散

↓
新 町 誕 生

※現在のところ、合併協定調印式を8月17日（火）午前10時から溝口町鬼の館（溝口町宇代）で行う予定です。

【問合せ先】　岸本町・溝口町合併協議会事務局　電話68－4662

きしもと清流祭りにて



　　　岸本町では、住民の皆さんへの情報提供手段の拡大、高速なインターネット接続環境の整備等

を目的として、平成15年度に国・県・町で補助を行い、岸本集落から米子市側を対象に、（株）中海

テレビ放送にエリア拡張を行ってもらいました。

　　　昨年度対象とならなかった吉定・木戸口・立岩・上細見・小野・小町と八郷地区につきましては、

現在集落説明会を行っているところですが、今年度、町が公共施設間ネットワーク整備と併せてケ

ーブルテレビ網を整備し、中海テレビ放送にサービス提供を行ってもらう予定です。

【提供されるサービス】
　　　希望される方に提供されるサービスは、多チャンネル放送（43ｃｈ、うち4ｃｈは別料金が必要です。）、

インターネット接続サービス（最大30Ｍｂｐｓ）、町の情報番組（合併後に新町として流す予定です。）

です。

　　　また、年内には、ＩＰ電話サービスも開始される予定です。

　　　　　　※ I P電話とは、従来の電話回線ではなく、インターネット網を使って通話する電話です。加入

　　　　　　　　　者間は基本料金だけで、通話料が無料になるサービスです。

【今後の予定】
　　　8月中に幹線工事着工、11月頃から順次加入希望世帯へのケーブル引込み・宅内工事を行って

いく予定です。

【幹線工事にご協力ください】
　　　駅前・吉長・押口・岸本・坂長・吉定・木戸口・立岩・上細見・小野・小町と八郷地区を対象に、８月

中旬以降から幹線工事が始まる予定です。（昨年度エリア拡張になった集落も含まれていますが、

これは役場を基点にケーブルを張っていくため、また、公共施設にもケーブルを引くためです。）

　　　ケーブルを電柱に張っていく工事が中心であるため、道路の通行に支障がでる場合がありますが、

ご協力をお願いします。

　　　また、主に中国電力やＮＴＴの電柱にケーブルを載せることになりますが、対象地域内で中国電

力やＮＴＴに敷地を貸していらっしゃる方の所の電柱にケーブルを載せさせていただく場合等があり

ますので、ご協力をお願いします。なお、対象地域内において電柱の敷地を貸していらっしゃいます

方で、ケーブルテレビのケーブルを載せさせていただくこと等に関して、ご意見・ご質問等がお有り

の場合は、役場地域振興課までご連絡ください。

　　　新たに役場で電柱を建てなければならない場合もあります。お願いに伺った場合には、ご協力い

ただきますようお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【問合せ先】役場　　　地域振興課　　　　　電話　　　68－3113



児童手当
の請求は

もうお済
みですか

？児童手当
の請求は

もうお済
みですか

？　新たに、児童手当を受けようとされる児童の保護者の方につい
ては、市区町村の窓口（公務員の方は勤務先）で認定請求等の手

続きが必要となります。

　この改正に伴う児童手当の請求の手続きは次のとおりです。

　　　平成16年3月分まで、当該児童に係る児童手当

を受給されていた保護者の方は、手続きの必要は

ありません。（児童手当は4月以降も引き続き支給

されます。）上記に該当しない保護者の方で、受給

資格がある場合は、認定請求が必要になります。

　みんなの心がけでできる家庭での省エネ10ポイントです。

ぜひ実践をお願いします。

平成16年度小学校入学児童等の保護者の方
（平成9年4月2日生まれ　　　　　
　　　　　～平成10年4月1日生まれ）

　　　現在、児童手当を受給されていない保護者の方

は認定請求，現在すでに就学前児童について児童

手当を受給されている保護者の方は額改定認定

請求が必要となります。

平成16年度小学校2･3年生の児童等の保護者の方
（平成7年4月2日生まれ　　　　　
　　　　　～平成9年4月1日生まれ）

【問合せ先】　役場　住民環境課（電話 68－3115）

冷房は28℃を目安に温度設定します。
そのために軽装に心がけましょう。

冷房の使用は最小限を心がけます。
涼しい時や出かける前に消しましょう。

テレビをつけっぱなしにしません。
別の用事を始めたり、見ていないときはス
イッチを消しましょう。

使わない電気製品はプラグを抜きます。
ビデオデッキやパソコンなどのプラグを抜
いて待機時消費電力をなくしましょう。

ひとのいない部屋は消灯します。
こまめにスイッチを切る習慣を身につけて、
消し忘れをなくしましょう。

冷蔵庫は物を詰め込み過ぎず整理整頓します。
扉の開閉回数を減らし、空けている時
間も短くします。

入浴時はお湯やシャワーの使いすぎに注意します。
追い炊きを減らし、浴槽の湯量やシャワー
の流しっぱなしに気をつけましょう。

洗濯はまとめて洗います。
洗濯機の定容量を考慮し、少ない回数で
効率を上げましょう。

駐停車時はアイドリングス
トップを心がけます。

近場への外出は車に乗らないようにします。
自転車や徒歩で出かけ、公共交通機関を
使いましょう。

※所得が一定額以上の場合、児童手当が支給されない場合があります。



　　　植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
十

月
十
七
日（
日
）ま
で「
植
田
正
治
・

子
ど
も
た
ち
の
季
節
」展
を
開
催
し

て
い
ま
す
。

　　　植
田
正
治
の
作
品
に
は
、
子
ど

も
た
ち
の
姿
を
と
ら
え
た
作
品
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
公
園
、
学
校
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
川
の
土
手
、
田
ん
ぼ
、

野
原
な
ど
、
み
な
れ
て
い
る
は
ず
な

の
に
な
ぜ
か
ふ
と
立
ち
止
ま
っ
て
し

ま
い
た
く
な
る
よ
う
な
風
景
の
中
に
、

子
ど
も
た
ち
は
た
た
ず
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
い
な
が
ら
も
確
か
な
存
在
で

あ
り
、
そ
れ
で
い
て
ふ
わ
っ
と
消
え
て

し
ま
い
そ
う
な
不
可
思
議
な
存
在

で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の
姿
は
、
植
田

の
写
真
の
な
か
で
特
別
な
輝
き
を

放
っ
て
い
ま
す
。

　　　写
真
の
な
か
の
子
ど
も
た
ち
の
無

垢
で
純
粋
な
ま
な
ざ
し
は
、
忘
れ
か

け
て
い
た
大
切
な
瞬
間（
と
き
）を

思
い
出
さ
せ
て
く
れ
た
り
、
子
ど
も

の
頃
の
記
憶
を
喚
起
す
る
か
の
よ
う

に
私
た
ち
の
心
に
強
く
響
い
て
き
ま
す
。

　　　今
回
の
展
覧
会
で
は
、「
子
ど
も
」

を
モ
テ
ィ
ー
フ
と
し
た
写
真
の
数
々

を「
絵
日
記
」「
学
校
」「
夏
休
み
」の

三
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
ま
と
め
、
夏

に
限
ら
ず
そ
れ
ぞ
れ
の
季
節
で
輝

く
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
植
田
の
ま

な
ざ
し
を
通
し
て
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

　　　植
田
正
治
写
真
美
術
館
で
は
夏

休
み
に
二
種
類
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
ま
す
。

　　　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
①

　　　子
ど
も
た
ち
の
写
真

　　　フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
を
作
ろ
う
！

　　　フ
ォ
ト
グ
ラ
ム
は
、
葉
っ
ぱ
や
花
、

貝
殻
な
ど
の
身
近
な
物
を
印
画
紙

の
上
に
置
い
て
光
を
あ
て
る
こ
と
に

よ
っ
て
で
き
る
写
真
の
こ
と
で
す
。
カ

メ
ラ
を
使
わ
ず
、
手
軽
に
写
真
を

作
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
さ
ぁ
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
プ
リ
ン
ト
を
作
っ
て
み
ま

し
ょ
う
。

○
開
催
日
時
…
八
月
七
日
　（
土
）、

　　　八
月
八
日（
日
）　午
前
十
時
か
　　

　　　ら
午
後
四
時
半

○
対
　象
…
小
学
生

○
参
加
費
…
千
五
百
円

○
講
　師
…
瀬
尾
浩
司

　　　　　　（
写
真
家
）

※
七
日（
土
）、
八
日（
日
）と
も
　　　

　　　同
じ
内
容
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
す
。

　　　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
②

　　　た
ま
ご
で
写
真
は
作
れ
る
？

　　　ア
ル
ブ
ミ
ン
プ
リ
ン
ト
を
作
ろ
う
！

　　　ア
ル
ブ
ミ
ン
と
は
日
本
語
で「
鶏

卵
紙
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
紙
に

卵
白（
鶏
卵
の
白
身
）を
塗
布
し
、

硝
酸
銀
で
感
光
性
を
持
た
せ
た
現

像
の
い
ら
な
い
焼
き
だ
し
印
画
紙
で
、

プ
リ
ン
ト
を
つ
く
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

○
開
催
日
時
…
八
月
二
十
九
日（
日
）、

　　　午
前
九
時
半
か
ら
午
後
四
時
半

○
対
　　象
…
小
学
生
４
年
生
か
ら

　　　大
人
ま
で

○
参
加
費
…
千
円

○
講
　　　　師
…
森
川
潔（
大
阪
芸
術

　　　大
学
芸
術
学
部
写
真
学
科
専

　　　　任
講
師
）

　　　　ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
お
申
込
、
お

問
い
合
わ
せ
は
植
田
正
治
写
真
美

術
館（
電
話
３
９
‐
８
０
０
０
）ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

【
問
合
せ
先
】

　　　岸
本
町
立

　　　　　　　　　植
田
正
治
写
真
美
術
館

　　　　　　　　　電
　　　話
　３
９
‐
８
０
０
０

シリーズ〈童暦〉より　１９５５・７０

　
青
少
年
が
心
身
と
も
に
健
康
で
夏

休
み
を
楽
し
く
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
家
庭
及
び
地
域
を
は
じ
め
、

関
係
機
関
、
団
体
な
ど
積
極
的
な
協

力
し
な
が
ら
、
県
民
で
青
少
年
を
見

守
る
運
動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
期
　
間
】

　
７
月
２０
日
か
ら
８
月
３１
日
ま
で
地

域
や
家
庭
で
は
次
の
こ
と
に
心
が
け

て
く
だ
さ
い
。

【
地
域
の
役
割
】

・
安
全
点
検
、
巡
回
・
パ
ト
ロ
ー
ル

活
動
の
実
施
（
不
慮
の
事
故
防
止
）

・
子
ど
も
た
ち
の
自
主
的
活
動
の
助
長
、

促
進
（
子
ど
も
会
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
や
地
域
行
事
、
奉
仕
活
動
等
へ
の

積
極
的
参
加
を
促
進
）

・
地
域
の
お
じ
さ
ん
・
お
ば
さ
ん
運

動
を
推
進
す
る
（
積
極
的
に
あ
い
さ
つ
、

声
か
け
を
行
い
、
地
域
の
輪
を
広
げ

る
。
）

【
家
庭
で
の
心
が
け
】

・
親
子
が
話
し
合
い
の
機
会
を
多
く

も
ち
、
子
ど
も
の
不
安
や
悩
み
、
興

味
や
関
心
を
知
り
、
親
子
の
信
頼
・

き
ず
な
を
強
め
ま
し
ょ
う
。

・
外
出
の
際
に
は
、
行
く
先
、
同
行
者
、

帰
宅
時
間
等
の
連
絡
を
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

・
子
ど
も
の
交
友
関
係
、
持
ち
物
な

ど
に
気
を
配
り
ま
し
ょ
う
。

・
喫
煙
・
飲
酒
や
覚
せ
い
剤
な
ど
の

薬
物
使
用
を
絶
対
さ
せ
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

・
規
則
正
し
い
生
活
を
心
が
け
さ
せ

ま
し
ょ
う
。

・
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等

に
よ
る
有
害
情
報
へ
の
接
続
を
さ
せ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



　
岸
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険

税
の
減
免
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
リ
ス
ト
ラ
や
廃
業

な
ど
に
よ
り
、
生
活
を
維
持
す
る

こ
と
が
困
難
な
世
帯
に
対
し
て
、

新
し
く
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

　
な
お
、
減
免
の
内
容
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　
減
　
免
　
基
　
準

Ⅰ
、
世
帯
主
が
死
亡
又
は
長
期
疾
病
の
場
合

　
全
額
免
除

　
世
帯
主
が
死
亡
又
は
長
期
の
疾

病
に
か
か
り
、
そ
の
世
帯
の
収
入

金
額
が
生
活
保
護
法
の
最
低
基
準

生
活
費
の
額
に
達
し
な
い
世
帯

　
７
割
以
内
減
免

　
世
帯
主
又
は
家
族
の
う
ち
の
所

得
者
が
死
亡
又
は
長
期
の
疾
病
に

か
か
り
、
そ
の
世
帯
の
収
入
金
額
が
、

生
活
保
護
法
の
最
低
基
準
生
活
費

の
１００
分
の
１３０
以
内
で
生
活
が
困
難

と
認
め
ら
れ
る
世
帯

　
３
割
以
内
減
免

　
イ
以
外
の
者
で
家
族
の
死
亡
又

は
長
期
の
疾
病
等
特
別
な
事
情
の

た
め
、
生
活
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
世
帯

Ⅱ
、
世
帯
主
が
失
業
か
廃
業
し
た
場
合

　
７
割
以
内
減
免

　
世
帯
主
が
失
業
又
は
廃
業
し
、

他
に
収
入
が
な
い
場
合
で
そ
の
世

帯
の
収
入
金
額
が
、
生
活
保
護
法

の
最
低
基
準
生
活
費
の
１００
分
の
１３０

以
内
で
生
活
が
困
難
と
認
め
ら
れ

る
世
帯

　
３
割
以
内
減
免

　
世
帯
主
が
失
業
し
、
失
業
保
険

金
で
生
活
を
維
持
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
、
及
び
事
業
を
廃
止
し
、

収
入
が
著
し
く
減
少
し
生
活
が
困

難
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

　
減
免
を
受
け
る
に
は

○
申
請
が
必
要
で
す
。
該
当
さ
れ

る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
税
務
地

籍
課
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

○
申
請
書
受
理
後
、
実
態
調
査
を

行
い
、
減
免
制
度
に
該
当
す
る

場
合
に
減
免
と
な
り
ま
す
。

○
申
請
書
類
は
税
務
地
籍
課
に
あ

り
ま
す
。

※
自
然
災
害
等
の
り
災
減
免
制
度

な
ど
、
そ
の
他
の
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、

税
務
地
籍
課
　
（
電
話
６
８
―
３

１
１
４
）
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い

　
平
成
１６
年
度
の
国
民
健
康
保
険

税
率
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
医
療
費
分
】

①
所
得
割
額
　
６
・
６
４
％

　
（
平
成
１５
年
中
の
所
得
額
か
ら

　

３３
万
円
を
引
い
た
額
に
税
率

　
　
を
掛
け
ま
す
）

②
資
産
割
額
　
３
７
・
１
８
％

　
（
平
成
１６
年
度
の
固
定
資
産
税

　
　
額
に
税
率
を
掛
け
ま
す
）

③
均
等
割
額
　
３
０
、
９
０
０
円

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
者
１
人

　
　
あ
た
り
の
金
額
）

④
平
等
割
額
　
２
５
、
５
０
０
円

　
（
国
民
健
康
保
険
加
入
１
世
帯

　
　
あ
た
り
の
金
額
）

【
介
護
分
】満
４０
歳
〜
６４
歳
の
方

①
所
得
割
額
　
０
・
９
８
％

②
資
産
割
額
　
７
・
１
９
％

③
均
等
割
額
　
７
、
８
０
０
円

④
平
等
割
額
　
４
、
６
０
０
円

　
保
険
税
の
軽
減

　一
世
帯
で
の
国
民
健
康
保
険
加
入

者
の
所
得
額
を
全
て
合
算
し
、
一

定
の
所
得
額
以
内
で
あ
れ
ば
、
保
険

税
の
一
部（
右
の
③
均
等
割
額
及

び
④
平
等
割
額
）が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
所
得
の
合
算
額
に
よ
り
軽
減
さ

れ
る
割
合
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○
７
割
軽
減

　
所
得
の
合
計
額
が
、

（
３３
万
円
）
以
下
の
世
帯

○
５
割
軽
減

　
所
得
の
合
計
額
が
、

（
３３
万
円
＋
世
帯
主
を
除
く
加
入

　
者
１
人
に
つ
き
２４
万
５
千
円
）

　
以
下
の
世
帯

○
２
割
軽
減

　
所
得
の
合
計
額
が
、

（
３３
万
円
＋
加
入
者
１
人
に
つ
き

　
３５
万
円
）
以
下
の
世
帯

　
例
え
ば
、
国
保
加
入
者
が
３
人

　
の
世
帯
の
場
合
、
所
得
の
合
計

　
額
が
１３８
万
円
以
下
で
あ
れ
ば
保

　
険
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
２
割
軽
減
該
当
世
帯
の
み
申
請

が
必
要
で
す
。
申
請
書
は
５
月

中
旬
に
、
役
場
か
ら
該
当
世
帯

に
送
付
し
て
い
ま
す
。

　
税
率
の
算
定
方
法
は
、
各
自
治

体
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
岸
本

町
で
は
、
次
の
方
法
で
税
率
を
算

定
し
て
い
ま
す
。

【
医
療
費
分
】

①
１
世
帯
あ
た
り
の
賦
課
額
を
　

　
１７
万
円
と
す
る

②
１７
万
円
×
国
保
加
入
世
帯
数
　

　
＝
課
税
総
額

③
課
税
総
額
を
４
つ
に
振
分
け
る

　
所
得
割

４０
％
…
Ａ

　
資
産
割

１０
％
…
Ｂ

　
均
等
割

３５
％
…
Ｃ

　
平
等
割

１５
％
…
Ｄ

　
※
振
分
け
の
割
合
（
％
）
は
法

　
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

④
税
率
を
決
定
す
る

　
所
得
割
額

　
Ａ
÷
国
保
加
入
者
全
体
の
所
得

　
　
額
の
合
計
額

　
資
産
割
額

　
Ｂ
÷
国
保
加
入
者
全
体
の
固
定

　
　
資
産
税
額
の
合
計
額

　
均
等
割
額

　
Ｃ
÷
国
保
加
入
者
数

　
平
等
割
額

　
Ｄ
÷
国
保
加
入
世
帯
数

【
介
護
分
】

　
介
護
分
に
つ
い
て
は
、
「
社
会

保
険
診
療
報
酬
支
払
基
金
」
が
一

人
当
た
り
の
支
払
単
価
（
全
国
同

一
）
を
設
定
し
ま
す
。

　
こ
の
単
価
を
基
に
介
護
分
税
率

は
決
定
さ
れ
ま
す
。

→ 所得割 40％ ÷
国保加入者全体の所
得金額の合計

= 税率

→ 資産割 10％ ÷ 固定資産税額の合計 = 税率

→ 均等割 35％ ÷ 国保加入者数 = 税率

17

万

円
×

世
帯

数
＝

課
税

総

額
100%

平等割 15％ ÷ 国保加入世帯数 = 税率→

税率決定イメージ図



・名もなき勇者たちへ（落合信彦）
・一葉（鳥越　碧）
・火天の城（山本兼一）
・晩鐘（上・下）（乃南アサ）
・蒼のなかに（玉岡かおる）
・痴呆病棟（江川　晴）
・他の誰かになりたかった（藤家寛子）
・幽霊人命救助隊（高野和明）
・ＩＣＯイコ霧の城（宮部みゆき）
・愛なんて、明日どうなるかわからない（内館牧子）
・子どもを叱らずにすむ方法おしえます

（スティーヴ・ビダルフ）
・うまくいく子の考え方　12歳からの生き方ガイド

（フランク・マギンティ）
・輝け！いのちの授業（大瀬敏昭）
・上海迷宮（内田康夫）
・ダ・ヴィンチコート（上・下）（ダン・ブラウン）
・因伯民俗歳時記（坂田友宏）
・とっとりの冠婚葬祭、あつきあいとマナー

（編　シー・エム・シー・シティライフ編集部）
・英語ができない私をせめないで（小栗左多里）

・コレステロールを減らす簡単メニュー（監修　井上修二）
・血糖値を下げる簡単メニュー（監修　井上修二）
・中性脂肪を減らす簡単メニュー（監修　井上修二）

　　ほか

・ズッコケ愛のプレゼント計画（那須正幹）
・しばわんこ和のこころ3（川浦良枝）
・かいけつゾロリシリーズ（30冊）（原　ゆたか）
・せんろはつづく（竹下文子）
・もりのぎんこう（ふなざきやすこ）
・わたしの妹は耳がきこえません

（ジーン・Ｗ・ピーターソン）
・見ながら作れるねんど工作（創作紙粘土協会）
・からくり工作86点（編　内藤　朗）

　　ほか

・紙芝居ベストセレクション　自然教育かみしばい
　・小さな生物のせかい　ありのぼうけん（脚本　堀尾青史）
　・小さな生物のせかい　あさがおアパート（脚本　清水えみ子）
　・小さな生物のせかい　おたまじゃくしの101ちゃん（脚本かこさとし）
　・小さな生物のせかい　かめのふゆごもり（脚本　今井誉次郎）
　・小さな生物のせかい　せみがおとなになるとき（脚本　川崎大治）

〒689-4133　岸本町吉長49　電話68-3617　ファックス39-8017
Eメ－ルアドレス　kouminkan@town.kishimoto.net

7月6日（火）、7日（水）開催

6月26日（土）開催！

6月28日（月）開催

　第1回のわんぱく道場は、保健福祉センター調理室で食生活改善推進員さ
んの指導により、料理教室を行ないました。41名の参加ということもあり、
調理室がごったがえしましたが、無事に「手巻き寿司」「すまし汁」「にん
じん・ツナのみそ炒め」「ミルクゼリー」の4品を作りました。成人病予防
は普段の食生活からと言われていますが、子どもたちの中には、塩分の多い
スナック菓子や糖分の多いジュースをたくさん採っている人もいるようです。
成人病の予防は子どもの頃から行うことが大切ではないでしょうか。
今回の料理教室をきっかけとして、ご家庭でも食生活やおやつについて、
お子さんと話し合っていただけたらと思います。

　8月となり、いよいよ夏本番ですね。4年に1回のオリンピックも、もう少しで開幕です。オリ

ンピックの見過ぎで寝不足の毎日が続くのでしょうか？

　毎年恒例の盆踊り花火大会は8月15日です。今年も盛大な花火が上がりますのでお楽しみに!!

第41回岸本町豊年盆踊り花火大会
　　　8月15日（日）開催
8月の休館日
９日（月）、２３日（月）
１４日（土）、１５日（日）は盆休
公民館の開館時間
　日曜日は午前9時から午後5時
　月・金曜日は午前9時から午後6時（夏時間）
　火・水・木・土曜日は
　　　　　　　午前9時から午後10時

　松栄学級生29名は、新岡山港からフェリーで、風光の美しい小
豆島を訪ねました。
　まず、最初の見学場所は、映画「二十四の瞳」に使われたオープ
ンセットのある映画村では、一歩足を踏み入れると、昭和初期へと
タイムスリップしたような風景に懐かしさを覚えました。
　島の特産品のオリーブを栽培した「オリーブ園」、羽を広げた孔
雀の美しく気品のある姿に感動した「孔雀園」、500匹の野猿が群
れ遊ぶ自然公園「銚子渓お猿の国」、切り立った渓谷をロープウェ
イで下り、スリルと感動の空中散歩を楽しんだ「寒霞渓」、「大阪
残石公園」、岡山の「後楽園」を見学して帰りました。
　この2日間記録的な猛暑でしたが、参加者が全員元気で、和やか
な雰囲気のうちに、研修を終えることができました。

　最初に西部教育事務所社会教育主事 野口高幸先生に「生涯学習
について」講演していただきました。
　堅苦しい演題とは裏腹に、分かり
やすく楽しい話でした。
　それから「身近にある器で気軽に
飾れるお花を生けてみよう！」とい
うテーマで実習をしました。お花の
講師清水鈴子さんの指導でみなさん
それぞれ独自の個性を出して真剣に
生けておられました。

小説渋沢栄一（津本　陽）
（上・曖 た々り　下・虹を見ていた）
　消え残る
　露の玉つさ　秋の霜
　すきし夜寒の
　　　あとをこそ見れ
（夜寒のあと　渋沢栄一）
混乱と閉塞、そして変革
の時代を見据え、新しい
国家システムを創ってい
った「富国共栄」の設計
家渋沢栄一氏の生き方
を活写した史伝大作です。

子どもといっしょに’04～’05
中国・四国　日帰りおでかけガイド

（著　ビスケット）

大山周辺からアンパンマ
ンミュージアム＆詩とメル
ヘン絵本館（高知）、えひ
めこどもの城（松山）、のま
うまハイランド（今治しまな
み海道）など
子どもさんと一緒におでか
けを楽しみたいという方に
おすすめの一冊です。
　楽しい一日になりますよう
に！

理科室から生まれたノーベル賞
田中耕一ものがたり
（著　国松俊英）

理科の実験がだいすき
で工作も得意。富山の
豊かな自然と、すばらし
い家族や恩師につつまれ、
科学への夢をはぐくん
でいった少年時代から、
ノーベル賞受賞までの
日 を々えがいたノンフィ
クションです。

公民館図書室に大型紙しばい（43cm×62cm）が入りました。
　　・おおきくおおきくおおきくなあれ（脚本　まついのりこ）
　　・おとうさん（脚本　与田　準一）
　　・たべられたやまんば（脚本　松谷みよ子）
の三作品です。
　個人貸出しは出来ませんが、子ども会活動や学級ＰＴＡ活動、サークル
活動などへの貸し出しはしています。夏休み中の諸活動に、どうぞご利用下さい。



【
資
格
参
加
町
村
】

一
般
事
務

　
西
伯
町
・
日
吉
津
村

保
育
士

　
日
吉
津
村
・
淀
江
町
・
溝
口

町【
受
験
資
格
】

一
般
事
務

　
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
62
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
。

保
育
士

　
昭
和
50
年
４
月
２
日
か
ら
昭

和
60
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者
で
、
保
育
士
の
資
格
を

有
す
る
か
、
平
成
17
年
３
月
ま

で
に
取
得
見
込
み
の
あ
る
者
。

※
た
だ
し
、
一
般
事
務
と
保
育

士
に
関
し
て
は
、
西
伯
、
日
野

郡
内
並
び
に
米
子
市
、
境
港
市

内
の
在
住
者
（
出
身
者
を
含
む
）
。

【
試
験
を
受
け
ら
れ
な
い
者
】

地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

す
る
人
（
以
下
の
い
ず
れ
か
に

該
当
す
る
人
）

・
成
年
被
後
見
人
、
被
保
佐
人
（
準

禁
治
産
者
）

・
禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、

そ
の
執
行
を
終
わ
る
ま
で
又
は

そ
の
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
ま
で
の
者

・
当
該
地
方
公
共
団
体
に
お
い

て
懲
戒
免
職
の
処
分
を
受
け
、
当

該
処
分
の
日
か
ら
２
年
を
経
過
し

な
い
者

・
日
本
国
憲
法
又
は
そ
の
下
に

成
立
し
た
政
府
を
暴
力
で
破
壊
す

る
こ
と
を
主
張
す
る
政
党
そ
の
他

の
団
体
を
結
成
し
、
又
は
こ
れ
に

加
入
し
た
者

（
３
）
日
本
国
籍
を
有
し
な
い
人

に
つ
い
て
は
、
活
動
に
制
限
の
な

い
在
留
の
資
格
を
取
得
し
て
い
る

人
又
は
平
成
17
年
３
月
31
日
ま
で

に
こ
の
資
格
を
取
得
す
る
見
込
み

の
人
に
限
り
受
験
で
き
ま
す
。
日

本
国
籍
を
有
し
な
い
職
員
は
、
公

権
力
の
行
使
に
該
当
す
る
業
務
、

公
の
意
思
形
成
へ
の
参
画
に
携
わ

る
職
に
は
就
く
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。

【
第
１
次
試
験
】

日
時
及
び
場
所

平
成
16
年
９
月
19
日
（
日
）

米
子
市
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

時
刻
、
試
験
場
は
受
験
票
交
付
の

際
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

方
　
法

・
教
養
試
験
　
公
務
員
と
し
て
必

要
な
一
般
知
能
及
び
教
養
に
つ
い

て
択
一
式
に
よ
り
高
等
学
校
卒
業

程
度
の
筆
記
試
験

事
務
適
性
検
査

職
員
と
し
て
事
務
の
適
応
性
に
つ

い
て
の
検
査

職
場
対
人
適
応
性
検
査

職
員
と
し
て
職
場
へ
の
対
人
適

応
性
に
つ
い
て
の
検
査

作
文
試
験

課
題
に
対
す
る
理
解
力
、
文
章

に
よ
る
表
現
力
な
ど
に
つ
い
て

の
筆
記
試
験

・
第
１
次
試
験
合
格
者
の
発
表

平
成
16
年
10
月
下
旬
、
町
村
会

事
務
局
か
ら
合
格
者
に
通
知
。

【
第
２
次
試
験
】

第
２
次
試
験
は
第
１
次
試
験
の

合
格
者
に
つ
い
て
の
み
行
い
ま
す
。

・
日
時
及
び
場
所

平
成
16
年
10
月
下
旬
〜
11
月
上

旬
に
行
い
ま
す
が
、
日
時
及
び

場
所
は
第
一
次
試
験
合
格
者
通

知
の
際
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
方
法
】

・
口
述
試
験
　
主
と
し
て
人
物

に
つ
い
て
個
別
面
接
に
よ
る
試

験・
身
体
検
査
　
職
務
遂
行
に
必

要
な
健
康
度
の
検
査
（
健
康
診

断
書
の
提
出
）

合
格
者
の
発
表

平
成
16
年
11
月
中
旬
、
西
部
町

村
会
か
ら

【
合
格
か
ら
採
用
ま
で
】

・
合
格
者
は
、
各
町
村
の
採
用

候
補
者
名
簿
に
登
載
さ
れ
、
欠

員
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
う
ち

か
ら
採
用
者
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

従
っ
て
合
格
者
の
全
部
が
必
ず

採
用
さ
れ
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

・
採
用
候
補
者
名
簿
の
有
効
期

限
は
原
則
と
し
て
１
年
間
で
す
。

受
験
手
続
及
び
受
付
期
間

申
込
用
紙
の
請
求
及
び
提
出
書

類・
申
込
用
紙
は
平
成
16
年
８
月

５
日
（
木
）
か
ら
各
町
村
役
場

総
務
課
及
び
下
記
の
町
村
会
事

務
局
で
受
領
し
て
下
さ
い
。

・
提
出
書
類
は
受
験
申
込
書
に

所
要
事
項
を
記
入
し
、
平
成
16

年
８
月
27
日
（
金
）
午
後
５
時

ま
で
に
居
住
地
別
に
左
記
の
町

村
会
事
務
局
に
提
出
し
て
受
験

票
を
受
け
取
っ
て
下
さ
い
。
な
お
、

同
日
ま
で
に
到
着
す
る
よ
う
郵

送
さ
れ
て
も
差
し
支
え
あ
り
ま

せ
ん
。

【
問
合
せ
先
】
　

西
部
町
村
会
事
務
局

米
子
市
糀
町
１
丁
目
１
６
０

０
８
５
９
―
２
２
―
２
０
４
９

【
そ
の
他
】

　
作
文
問
題
の
過
去
５
年
間
の

問
題
、
及
び
詳
細
に
つ
い
て
は

西
部
町
村
会
事
務
局
に
照
会
し

て
く
だ
さ
い
。



岸
　
本
　
町

教
育
委
員
会

　
今
月
は
楽
し
い
コ
ン
ト
を
紹
介
し
ま
す
。

　
家
族
で
役
を
決
め
て
演
じ
て
く
だ
さ
い
。

き
っ
と
楽
し
い
う
ち
に
、
「
な
ぜ
な
ん
だ

ろ
う
」
と
感
じ
る
こ
と
で
人
権
に
つ
な
が

る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　　
幕
が
開
く

　
舞
台
は
あ
る
家
の
玄
関

　
　
ピ
ン
ポ
ー
ン
！
（
チ
ャ
イ
ム
の
音
）

　妻
　
あ
ら
、
あ
な
た
、
お
か
え
り
。

夫
　
た
だ
い
ま
。

妻
　
思
っ
た
よ
り
、
早
か
っ
た
の
ね
。

　夫
　
そ
う
。
思
っ
た
よ
り
葬
式
が

　
　
早
か
っ
た
ん
だ
。
お
ー
っ
と
、

　
　
そ
う
だ
、
そ
う
だ
。
　

　
　
す
ま
ん
が
塩
持
っ
て
き
て
く
れ
。

妻
　
は
い
、
は
い
。
　

　
　
は
ー
い
、
塩
で
す
よ
。
　
　
　

　（
山
盛
り
の
塩
を
頭
か
ら
一
気
に
か
け
る
）

　夫
　
オ
イ
オ
イ
！
か
け
過
ぎ
だ
！

　
　
ま
っ
た
く

。

　
　
し
か
し
、
な
ん
で
葬
式
に
行

　
　
っ
た
あ
と
、
家
に
入
る
前
に

　
　
塩
か
け
る
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
？

妻
　
そ
り
ゃ
あ
ん
た
、
塩
に
清
め

　
　
の
意
味
が
あ
る
か
ら
じ
ゃ
な

　
　
い
で
す
か
。

夫
　
そ
う
だ
な
ぁ
。
相
撲
な
ん
か

　
　
で
も
、
土
俵
に
入
る
と
き
は

　
　
塩
を
ま
く
も
ん
な
ぁ
。

　
　
し
か
し
、
清
め
る
と
い
っ
た

　
　
っ
て
、
一
体
、
何
を
清
め
る

　
　
ん
だ
？

妻
　
死
ん
だ
っ
て
こ
と
は
、
そ
れ

　
　
だ
け
で
『
け
が
れ
る
』
っ
て

　
　
昔
聞
い
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
わ
。

　
　
そ
れ
で
厄
介
な
こ
と
に
、
そ

　
　
の
『
け
が
れ
』
は
他
の
人
に

　
　
も
移
る
ん
だ
っ
て
言
っ
て
ま

　
　
し
た
。

　
　
そ
う
い
う
厄
介
な
も
ん
を
、

　
　
自
分
の
家
に
持
ち
帰
っ
た
ら

　
　
大
変
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で

　
　
塩
を
か
け
る
ん
で
し
ょ
う
。

　
　

夫
　
ち
ょ
っ
と
、
待
て
。
塩
っ
て

　
　
確
か
に
歯
ぐ
き
と
か
に
効
く

　
　
ら
し
い
が
、
そ
ん
な
も
ん
に

　
　
ま
で
効
く
も
ん
か
？

妻
　
さ
ぁ
ー
。
こ
れ
ば
っ
か
り
は

　
　
実
体
が
な
い
か
ら
、
私
も
見

　
　
た
こ
と
な
い
し
。

夫
　
と
い
う
こ
と
は
、
よ
う
分
か

　
　
ら
ん
が
実
体
が
な
い
そ
の
『
け

　
　
が
れ
』
と
い
う
昔
の
人
の
考

　
　
え
た
こ
と
を
、
オ
レ
は
現
代

　
　
に
ま
で
引
き
ず
っ
て
い
た
の

　
　
か
！
そ
れ
っ
て
何
か
お
か
し

　
　
い
の
で
は
な
い
か
？

　
　
幕
が
閉
ま
る

　
　

　
（
人
権
教
育
啓
発
推
進
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
よ
り
抜
粋
改
作
）

　
皆
さ
ん
、
自
分
の
身
近
に
い
る
人
、

と
て
も
大
切
に
想
っ
て
い
る
人
を
想

い
浮
か
べ
て
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
人
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
だ
け

で
「
け
が
れ
」
た
存
在
に
な
っ
て
し

ま
う
の
で
し
ょ
う
か
？

　
昔
か
ら
言
わ
れ
て
い
る
か
ら
、
周

り
の
人
が
そ
う
し
て
い
る
か
ら
と
い

う
よ
う
な
こ
と
で
、
自
分
は
そ
の
意

味
や
理
由
を
考
え
ず
に
「
当
た
り
前
」

の
こ
と
と
思
っ
て
い
る
こ
と
が
、
結

構
た
く
さ
ん
あ
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　
「
な
ぜ
な
ん
だ
ろ
う
」
と
感
じ
る

こ
と
が
人
権
を
考
え
る
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
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実施
期間

Ｈ18.4
～Ｈ19.3

Ｈ22.4
～Ｈ25.3

Ｈ25.4～Ｈ19.4
～Ｈ22.3

年齢 62歳 63歳 64歳 65歳

『年齢引き上げの実施スケジュール』

　
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で
は
、

「
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
２
０
０
４
」

を
開
催
し
ま
す
。

　
こ
の
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ア
は
、

ゴ
ミ
の
減
量
化
、
リ
サ
イ
ク
ル
の

推
進
な
ど
、
住
民
の
皆
様
に
ゴ
ミ

問
題
に
つ
い
て
関
心
を
高
め
て
い

た
だ
く
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

　
当
日
は
、
多
数
の
展
示
物
や
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
を
用
意
し
て
皆
様

の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の

出
店
者
の
募
集
も
予
定
し
て
い
ま
す
。

ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
役
場
住

民
環
境
課
（
６
８
―
３
１
１
５
）

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
い
内
容
は
、
案
内
を
９
月

中
に
皆
様
の
家
庭
に
お
届
け
し
ま

す
。

【
開
催
日
時
】
１０
月
１０
日
（
日
）

　
午
前
９
時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

【
開
催
場
所
】
西
伯
郡
岸
本
町
口

　
別
所
６
３
０
　

　
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組

　
合
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

募
集
職
種
及
び
人
員

消
防
吏
員
　
７
名

【
応
募
資
格
】
昭
和
５２
年
４
月

　
２
日
以
降
に
生
ま
れ
た
人

【
試
験
日
程
】

　第
１
次
試
験
　１０
月
３
日（
日
）

　
教
養
試
験
・
体
力
試
験

　
第
２
次
試
験
　
１０
月
下
旬

　
面
接
試
験
・
作
文
試
験

　
健
康
審
査
・
消
防
適
性
検
査

【
採
用
予
定
】

　
平
成
１７
年
４
月
１
日

【
申
込
受
付
期
間
・
場
所
】

　
受
付
期
間

　　　平
成
１６
年
８
月
３０
日（
月
）〜

　　９
月
１５
日（
水
）当
日
消
印
有
効

【
受
付
場
所
】

　
米
子
市
両
三
柳
５
４
５
２
番
地

　
〒
６
８
３
―
０
８
５
３

　　　鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合

　
消
防
局
　
総
務
課

　
電
話
０
８
５
９
―
３
５
―
１
９
５
１

　
新
幡
郷
発
電
所
が
定
期
作
業
の

た
め
下
記
の
区
間
は
、
放
流
の
た

め
急
に
水
位
が
上
が
り
ま
す
。
危

険
予
防
の
た
め
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

【
日
　
時
】

　
８
月
３１
日
（
火
）

　
午
前
６
時
４０
分
〜
午
後
９
時

【
区
間
】

　
溝
口
町
中
祖
（
佐
野
堰
）
か
ら

　
岸
本
町
金
廻
（
新
幡
郷
発
電
　

　
所
）
ま
で

【
放
流
警
報
サ
イ
レ
ン
吹
鳴
時
刻
】

　
８
月
３１
日
（
火
）

　
午
前
６
時
３０
分

　
厚
生
労
働
省
で
は
、
７
月
３１

日
現
在
で
、
常
用
労
働
者
を
１
人

か
ら
４
人
雇
用
し
て
い
る
事
業
所

を
対
象
に
、
毎
月
勤
労
統
計
調
査

特
別
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
調
査
は
、
１
〜
４
人
規
模

事
業
所
に
お
け
る
賃
金
、
労
働
時

間
及
び
労
働
者
数
の
動
向
を
都
道

府
県
別
に
明
ら
か
に
す
る
な
ど
の

目
的
を
も
つ
大
切
な
調
査
で
す
。

　
調
査
対
象
と
な
る
事
業
所
に
は
、

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
統
計
調

査
員
が
訪
問
し
て
調
査
を
行
い
ま

す
。

　
調
査
の
重
要
性
を
ご
理
解
の
上
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　
美
保
基
地
で
は
、
航
空
自
衛
隊

創
立
５０
周
年
記
念
コ
ン
サ
ー
ト

を
米
子
市
と
境
港
市
で
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
境
港
」

【
日
時
】
９
月
１１
日
（
土
）

　
午
後
６
時
３０
分
〜
午
後
８
時

　
３０
分
（
開
場
：
午
後
６
時
）

【
場
所
】
境
港
市
民
会
館

　
入
場
整
理
券
取
扱
場
所

　
境
港
市
民
会
館
、
境
港
市
役
所

　
境
港
市
内
各
公
民
館
等

「
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
in
米
子
」

【
日
時
】
９
月
１２
日
（
日
）

　
午
後
６
時
３０
分
〜
午
後
８
時

　
３０
分
（
開
場
：
６
時
）

【
場
所
】
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル

　
入
場
整
理
券
取
扱
場
所

　
米
子
市
文
化
ホ
ー
ル
・
米
子
募
集

　
事
務
所
な
ど
　

【
演
奏
】

　
航
空
自
衛
隊
西
部
航
空
音
楽
隊

　
入
場
無
料
（
入
場
整
理
券
が
必

　
要
）

【
問
合
せ
先
】

　
美
保
基
地
渉
外
室

　
０
８
５
９
―
４
５
―
０
２
１
１

（
内
線
：
２
１
１
・
３
４
４
）

　
美
保
基
地
で
は
Ｃ
―
１
輸
送
機

の
体
験
搭
乗
を
行
い
ま
す
。

【
体
験
搭
乗
日
】

　
９
月
２６
日
（
日
）

【
募
集
人
員
】

・
一
般
搭
乗
（
中
学
生
以
上
）

　
１
０
０
名

・
親
子
（
同
伴
）
搭
乗
（
子
ど
も

　
は
小
学
生
に
限
定
　
２５
組

　
５０
名

【
体
験
搭
乗
機
種
】

　
　
Ｃ
―
１
輸
送
機

【
応
募
期
限
】

　
８
月
２６
日
（
木
）
（
必
着
）

・
一
般
搭
乗

　
ハ
ガ
キ
一
枚
に
つ
き
１
名
の
応
募
。

・
親
子
（
同
伴
）
搭
乗

　
対
象
者
は
親
子
（
子
ど
も
は
小

　
学
生
限
定
）
と
し
ま
す
。
ど
ち

　
ら
も
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電

　
話
番
号
を
記
入
の
こ
と
。

　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

【
応
募
先
】

　
〒
６
８
４
―
０
０
５
３

　
鳥
取
県
境
港
市
小
篠
津
町
２
２

　
５
８

　
航
空
自
衛
隊
　美
保
基
地
渉
外
室

　
電
話
０
８
５
９
―
４
５
―
０
２
１
１

　
内
線
　
２
１
１
・
３
４
４

【
開
催
日
】

　７
月
１７
日（
土
）〜
８
月
３１
日（
火
）

【
イ
ベ
ン
ト
内
容
】

★
「
わ
ん
ぱ
く
パ
ー
ク
」

　
場
所
　
水
上
花
壇
付
近

砂
場
、
ロ
ー
プ
の
ぼ
り
、
芝
生
す

べ
り
の
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
が
オ
ー

プ
ン
。

（
入
園
料
必
要
・
参
加
費
無
料
）

★
「
ふ
れ
あ
い
動
物
村
」

　
場
所
　
水
上
花
壇
付
近

ポ
ニ
ー
乗
馬
体
験
、
ヤ
ギ
の
搾
乳

体
験
・
う
さ
ぎ
、
ミ
ニ
ブ
タ
の
ふ

れ
あ
い
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。

・
「
ピ
ロ
ロ
・
ポ
ロ
ロ
登
場
」

　
期
間
中
の
土
・
日
・
祝
日
、
お

　　　盆
期
間（
８
／
１３
〜
８
／
１５
）　　

　　　は
ピ
ロ
ロ
・
ポ
ロ
ロ
に
会
え
る

　
よ
。

　
　
そ
の
ほ
か
、
ク
イ
ズ
ラ
リ
ー

　
や
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
ば
し
大
会
、

　
レ
ス
ト
ラ
ン
や
喫
茶
で
は
夏
の

　
特
別
メ
ニ
ュ
ー
も
登
場
し
ま
す
。

（
入
園
料
必
要
・
参
加
費
無
料
）

★
お
花
畑
の
科
学
広
場

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
、
生

き
物
探
検
、
勾
玉
づ
く
り
な
ど
、

実
験
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
が
約
３０
ブ

ー
ス
大
集
合
。

　
当
日
小
中
学
生
は
入
園
料
・
参

加
料
無
料
で
す
。

【
開
催
日
】

・
８
月
２０
日
（
金
）
１９
時
〜
２１
　　

　　　　時
（
天
体
観
測
会
）

・
８
月
２１
日
（
土
）
９
時
〜
１７
　　

　　　　時
　

　
１９
時
〜
２１
時
（
天
体
観
測
会
）

・
８
月
２２
日（
日
）９
時
〜
１６
時

【
問
合
せ
先
】

　
と
っ
と
り
花
回
廊

　
電
話
０
８
５
９
―
４
８
―
３
０
３
０

　
土
地
・
建
物
及
び
会
社
の
登
記

事
項
証
明
書
（
謄
本
）
、
印
鑑
証

明
書
、
地
図
の
写
し
は
郵
便
で
も

請
求
で
き
ま
す
。

　
請
求
用
紙
に
つ
い
て
は
、
最
寄

の
集
配
郵
便
局
の
窓
口
に
も
備
え

つ
け
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
お
客
様
相
談
室
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

　
電
話
０
８
５
７
―
２
２
―
２
１
２
７

　　　Ｉ
Ｐ
電
話
０
５
０
―
３
３
６
５
―
６
７
５
３

　
鳥
取
地
方
法
務
局
で
は
、
今
年

７
月
８
日
（
木
）
以
降
、
県
内
す

べ
て
の
法
務
局
で
不
動
産
、
商
業
・

法
人
の
登
記
事
務
が
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
ー
化
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、

①
　
証
明
書
の
交
付
に
要
す
る
時

　
間
が
ス
ピ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
ま
す
。

②
　
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
た

　
全
国
の
法
務
局
間
で
は
、
そ
れ

　
ぞ
れ
の
法
務
局
の
管
轄
に
係
る

　
不
動
産
、
商
業
・
法
人
登
記
の

　
各
種
証
明
書
及
び
商
業
・
法
人

　
の
印
鑑
証
明
を
相
互
に
請
求
す

　
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
　
所
定
の
手
続
き
を
行
え
ば
、

　
全
国
の
不
動
産
登
記
、
商
業
・

　
法
人
登
記
等
の
登
記
情
報
を
イ

　
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
介
し
て
パ
ソ

　
コ
ン
で
確
認
で
き
ま
す
。

　
　
詳
し
く
は
お
近
く
の
法
務
局

　
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
先
】

鳥
取
地
方
法
務
局
お
客
様
相
談
室

　
０
８
５
７
―
２
２
―
２
１
２
７

　
お
客
様
相
談
室
Ｉ
Ｐ
電
話

　
０
５
０
―
３
３
６
５
―
６
７
５
３

倉
吉
支
局

　
０
８
５
８
―
２
２
―
４
１
０
８

米
子
支
局

　
０
８
５
９
―
２
２
―
６
１
６
１

　
高
年
齢
者
等
の
雇
用
の
安
定
等

に
関
す
る
法
律
の
一
部
が
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

　
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

①
６５
歳
ま
で
の
雇
用
の
確
保

　　　（
施
行
日
　平
成
１８
年
４
月
１
日
）

　　　６５
歳
ま
で
の
定
年
の
引
き
上
げ

や
継
続
雇
用
制
度
の
導
入
等
を
求

め
る
（
年
齢
は
年
金
支
給
開
始
年

齢
の
引
き
上
げ
に
合
わ
せ
、
平
成

２５
年
度
ま
で
に
段
階
的
に
引
き
上

げ
る
（
表
を
参
照
）
）
。

②
中
高
年
齢
者
の
再
就
職
の
促
進

（
施
行
日
　
公
布
日
か
ら
６
月
以

　
内
の
政
令
で
定
め
る
日
）

・
労
働
者
の
募
集･

採
用
に
あ
た

　
っ
て
、
事
業
主
が
上
限
年
齢
を

　
設
定
す
る
場
合
、
そ
の
理
由
の

　
明
示
が
必
要
。

・
事
業
主
の
都
合
で
離
職
を
余
儀

　
な
く
さ
れ
る
高
年
齢
者
等
に
対

　
し
て
、
事
業
主
が
そ
の
職
務
経

　
歴
や
能
力
等
を
記
載
し
た
書
面

（
就
職
活
動
支
援
書
）
を
作
成
し
、

　
交
付
す
る
こ
と
。

③
多
様
な
就
業
機
会
の
確
保
（
施

行
日
　
公
布
日
か
ら
６
月
以
内
の

政
令
で
定
め
る
日
）

　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
が
臨

時
的
か
つ
短
期
的
な
又
は
軽
易
な

業
務
に
係
る
労
働
者
派
遣
事
業
を

行
な
う
場
合
に
つ
い
て
、
特
例
（
許

可
を
届
出
と
す
る
）
が
設
け
ら
れ

ま
す
。

【
問
合
せ
先
】

　
鳥
取
労
働
局
職
業
安
定
部

　（
電
話
０
８
５
７
―
２
９
―
１
７
０
８
）

「
と
っ
と
り
県
民
の
日
」
は
現

在
の
鳥
取
県
が
生
ま
れ
た
明
治
１４

年
９
月
１２
日
に
ち
な
ん
で
、
平
成

１０
年
に
「
と
っ
と
り
県
民
の
日
」

条
例
で
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
日
を
き
っ
か
け
に
地
域
の

文
化
・
歴
史
・
自
然
な
ど
に
ふ
れ
、

地
域
の
自
立
と
再
生
に
向
け
て
行

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。



印刷／株式会社高下印刷

氏　名 年齢 住　所 氏　名 性別 住　所

女

女

男

男

女

女

女

男

平
成
十
六
年
六
月
受
付
分

（
敬
省
略
）

林 ヶ 原

林 ヶ 原

大 原

丸 山

押 口

大 寺

こしきが丘

殿 河 内

井 上 　桜 華

井 上 　樹 果

後 藤 　悠 真

岩 田 　幸 太

戸 田 　琴 海

白 川 　女 愛

亀 井 　萌 衣

谷 村 　京 亮

保護者

修樹・友紀

修樹・友紀

儀昭・美鶴

　毅・亜矢

晃志郎・南美恵

元気・真梨乃

光康・ゆかり

康治・直美

月　日 曜日 開　催　行　事 場　　　　　所 時　間
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岸本町情報ホームページ（きしもとネット）http://www.kishimoto.net/　
Eメールアドレス　jouhou@town.kishimoto.net

いのうえ ほのか

いのうえ このか

ごとう ゆうま

いわた こうた

と　だ ことみ

しらかわ めいあ

かめい も　え

たにむら きょうすけ

78歳

69歳

69歳

番 原

丸 山

吉 定

岡 田 　　貢

奥 田 　昭 夫

小 澤 　一 彦

各課の電話番号（市外局番0859）

役場FAX番号　68-3866

68-3111

68-3113

68-3115

68-4633

68-3114

68-4213

68-4211

68-3185

68-3112

68-4215

68-3183

68-4632

財政、消防防災、選挙、有線放送、防災行政無線、
合併推進室

総合計画、統計、広報、交通安全啓発、開発

戸籍、住民票、印鑑証明、国民年金、老人医療、
国保、児童手当、ゴミ処理、墓地、保育所、

老人福祉、障害者福祉、保健事業、介護保険、
災害援助、保健福祉センター

固定資産税、住民税、国保税、軽自動車税、地籍調査

農業、商工、観光、林業、家畜、水田転作、耕地、

道路、水路、交通安全施設、上水道、下水道、
浄化槽、災害復旧

出納、物品管理、基金管理

議会、監査

学校教育、社会教育、社会体育、人権教育、
文化財

68-5526 68-4659

農地売買、賃借、転用

■業務を担当している課がわからない場合や
　夜間・休日は代表番号 68-3111におかけ下さい。

Fax.

　６月１２日（土）、米子市東山テニスコートで鳥取県
小学生ソフトテニス選手権大会兼全日本小学生ソ
フトテニス選手権大会鳥取県予選が開催されました。
　この大会で、スポーツ少年団ソフトテニス部の長
谷川萌子・中嶋まどか（岸本小６年）組が出場し、
見事優勝を果しました。
　この結果、７月２９日（木）から８月１日（日）に山形
県天童市で行われる全日本小学生ソフトテニス選
手権大会に出場が決定しました。
　両選手のご健闘をお祈りします。

8 月 1 4 日

8 月 1 5 日

　 〃 　

8 月 2 1 日

8 月 2 2 日

8 月 2 5 日

岸本町部落対抗野球大会（～１５日）

成人式

第４１回豊年盆踊り花火大会

第１０回ジュニアトライアスロンｉｎ岸本（開会式）

　　〃　　　　（競技）

たそがれコンサート

総合スポーツ公園野球場ほか

農村環境改善センター

岸本中学校グランド

総合スポーツ公園

　　　　　　　　　　　〃

町立植田正治写真美術館屋外ステージ

土

日

〃

土

日

水

７：３０～

９：００～

１９：２０～

１５：００～

８：００～

１８：００～（予定）

▲左から長谷川萌・中嶋まどか組


